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ファイル構成

eB-formのサイトより、ご購入頂いたeB-foods項目定義付きバイヤー帳票に、自社
独自のスペック項目に修正し、保存する事ができます。
ダウンロードしたLZHファイルは、圧縮・解凍ツールで解凍し、項目定義の変更を行
います。

＜＜解凍後の4つのファイル＞＞
・エクセルファイル
帳票のひな型ファイルです。（EBC○○○○.xls）

・プレビュー画像
出力設定時の確認用画像です。（ EBC ○○○○.jpg）

・出力定義ファイル
項目定義を記述しているファイルです。（ EBC ○○○○.ini）
編集可能なファイルはこのiniファイルです。

・ledgerリスト
出力ファイル名の設定をおこないます。（ledger.lst）

■注意事項
※圧縮・解凍ツールが必要となります。お持ちでない方は項目定義の
修正は出来ません。
※ファイル名は変更しないでください。正しい流し込みが出来なくな
ります。
※必ずLZHファイル形式にて圧縮してください。
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項目定義を自社独自のスペック項目に修正

1.）「EBC○○○.lzh」を圧縮・解凍ツールより解凍後、4つのファイルの内、
EBC○○○. iniファイルをメモ帳等のテキスト編集ソフトで開きます。

2.）iniファイルの[VERSION_2]と記述している下記の定義名を全て、エクセルを起
動し、新規のエクセルシートにコピーペーストします。

※エクセルにはペース
トしません。

＜＜iniファイル＞＞ ＜＜エクセルファイル＞＞

エクセルを起動し、ini
ファイルの項目定義を
エクセル側にペースト
します。
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3.）eB-formのサイトより、ダウンロードしたPDFファイルをご用意ください。項目
定義の項番（出力される項目の順番）を記述しています。

PDFファイルの赤で記述している番号は2.）でエクセルにペーストした項目定義の順番
に記述されています。

※例：PDFファイル〔2〕に流し込まれる値は、エクセル側、2行目に記述されている
「スペックタイプ名：基本情報の項目名：商品名」となります。

＜＜PDFファイル＞＞ ＜＜エクセルファイル＞＞
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1.）eB-foodsの項目定義から、自社独自のスペック項目に定義を修正します。
※「dummy」と記述されている箇所は、項目定義の設定がされていません。

カンマ区切り、「スペックタイプ名,スペックタイトル名」としてエクセルに記述します。

※例：PDF側、項番〔3〕に自社用に作成しているメインスペックの項目に定義を変更
する場合についてご説明いたします。

「スペックタイプ名,スペックタイトル名」
↓ ↓

「メインスペック,自社商品名」

＜＜PDFファイル＞＞ ＜＜エクセルファイル＞＞

自社独自のスペック項目に修正

＜＜eBASE＞＞
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エクセルファイルに固定で文字を配置する

1.）既に項目定義を設定している箇
所に、手入力で社名等を記載し、ひ
な型のエクセルファイルに保存しま
す。

2.）直接文字を記載した箇所には、
項目定義で定義している値は流し込
まれません。

ひな形としてLZHに入っているエクセルファイルに固定文字を設定する事が出来ます。
2つの方法がありますので、運用によって良い方を選択ください。
※上書き保存したひな型のエクセルファイルは元に戻す事が出来ません。

◆1：「ひな形のエクセルファイルに直接文字を記載する方法」

※上書き保存したエクセルファイルは元に戻す事が出来ません。
注意して作業してください。
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◆2：「iniファイルに記述をする方法」

ユーザー毎に出力する項目定義が変更できます。
項番を記述しているPDFファイルから「ユーザー入力」をする箇所を確認します。
iniファイルで設定されている項目定義を本手順書P2の手順でエクセルシートにペー
ストし、下記手順で記載します。

【ユーザー入力記述方法】
@U@,文字列

①項目定義が設定してある箇所や、
dummyで項目定義が設定されてい
ない箇所に、出力する項目を新た
に定義する事ができます。

②「@U@」の後にカンマ「,」を
入力、その後ろに任意で出力し
たい文字を入力します。

③（PDFファイルの）項番
〔18〕～〔22〕にユーザー入
力で設定した値が流し込まれま
す。

＜＜PDFファイル＞＞

＜＜エクセルファイル修正前＞＞ ＜＜エクセルファイル修正後＞＞
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修正後の定義ファイルをiniファイルに再設定

1.）自社独自のスペック項目に項目定義の修正が完了しましたら、修正した項目定義を
全てiniファイルの中に再度コピーペーストします。

2.）エクセルに記述されている、項目定義を全てIniファイルにペーストが出来ましたら、
上書き保存してください。

＜＜エクセルファイル＞＞ ＜＜iniファイル＞＞

[VERSION_2]の直下に項目
定義を全てペーストしてく
ださい。
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3.）iniファイルを上書き保存後、下記4つのファイルを再度LZH形式で圧縮します。
※ひな型のエクセルファイルを修正後も同様です。

＜＜4つのファイル＞＞
・エクセルファイル
帳票のひな型ファイルです。（EBC○○○○.xls）

・プレビュー画像
出力設定時の確認用画像です。（ EBC ○○○○.jpg）

・出力定義ファイル
項目定義を記述しているファイルです。（ EBC ○○○○.ini）

・ledgerリスト
出力ファイル名の設定をおこないます。（ledger.lst）

4.）4つのファイルを圧縮出来ましたら、eBASEシリーズ「メンテナンス」
「データ出力定義」タブより圧縮した帳票を取り込み、「検索・出力」にて
エクセル出力をおこなってください。
エクセル出力の詳細はeBASEシリーズのマニュアルをご参照下さい。

eBASEシリーズ操作マニュアル：帳票出力定義
エクセル帳票出力

不明点等はeBASEサポートセンターまでご連絡下さい。

eBASEサポートセンター
e-Mail：support@ebase.co.jp
電話：06-6486-3915 /   FAX：06-6486-3956
営業時間：月～金曜日 9:30～12:00、13:00～17:30
（土日祝日およびサポートセンター休業日を除く）

圧縮ファイルとして再保存

※圧縮の際は、必ず4ファイルを選択後、そのまま圧縮してください。
フォルダごと圧縮してしまうと、eBASEシリーズで使用出来なくなります。


